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司祭）（ 黙誦：聖
せい

なる神
かみ

、聖
せい

者
じゃ

の中
うち

に息
いこ

い、セラフィムより聖 三
せいさん

の聲
こえ

を以
もつ

て歌
か

頌
しょう

せられ、

ヘルヴィムより讚
さん

榮
えい

せられ、 悉
ことごと

くの天 軍
てんぐん

より伏
ふく

拜
はい

せられ、萬 物
ばんぶつ

を無
む

より有
ゆう

となし、人
ひと

を 爾
なんぢ

の像
ぞう

と 肖
しょう

とに依
よ

りて造
つく

り、爾
なんぢ

が 諸
もろもろ

の 賜
たまもの

を以
もつ

て之
これ

を飾
かざ

り、願
ねが

う者
もの

に智
ち

慧
え

と明
めい

悟
ご

とを與
あた

え、罪
つみ

を 行
おこな

う者
もの

を棄
す

てずして、其
その

救
すくい

の爲
ため

に

痛
つう

悔
かい

を立
た

て、我
われ

等
ら

卑
いや

しくして不當
ふとう

なる 爾
なんぢ

の諸
しょ

僕
ぼく

を、此
こ

の時
とき

に於
おい

ても、 爾
なんぢ

が

聖
せい

なる祭 壇
さいだん

の光 榮
こうえい

の前
まえ

に立
た

ちて、爾
なんぢ

に當 然
とうぜん

の伏 拜
ふくはい

讚 榮
さんえい

を 奉
たてまつ

るに堪
た

うる

者
もの

となしし主 宰
しゅさい

よ、 爾
なんぢ

親
みづか

ら我
われ

等
ら

罪 人
ざいにん

の口
くち

よりも聖 三
せいさん

の歌
うた

を受
う

け、 爾
なんぢ

の

仁
じん

慈
じ

を以
もつ

て我
われ

等
ら

に臨
のぞ

み、我
われ

等
ら

に凡
およ

そ自
じ

由
ゆう

と自
じ

由
ゆう

ならざる罪
つみ

を赦
ゆる

し、我
わ

が 靈
たましい

と 體
からだ

とを聖
せい

にし、我
われ

等
ら

に 生
しょう

涯
がい

善
ぜん

功
こう

を以
もつ

て 爾
なんぢ

に務
つと

むるを得
え

せしめ給
たま

え、聖
せい

なる 生
しょう

神
しん

女
ぢょ

と古
こ

世
せい

より 爾
なんぢ

の 喜
よろこび

を爲
な

しし諸
しょ

聖 人
せいじん

との祈
き

禱
とう

に依
よ

りてなり、 ）

司祭） 蓋
けだし

我
わ

が神
かみ

よ、 爾
なんぢ

は聖
せい

なり、我
われ

等
ら

光 榮
こうえい

を 爾
なんぢ

父
ちち

と子
こ

と聖 神
せいしん

に献
けん

ず、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に、

【 聖三祝文 】
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司祭）（ 黙誦：主
しゅ

の名
な

に依
よ

りて來
き

たる者
もの

は崇
あが

め讃
ほ

めらる、ヘルヴィムに座
ざ

する者
もの

よ、 爾
なんぢ

は其
その

國
くに
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の光 榮
こうえい

の寶
ほう

座
ざ

に在
あ

りて恒
つね

に崇
あが

め讃
ほ

めらる、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に、 ）

【 提 綱
プロキメン

主日第２調 】

司祭） 愼
つつし

みて聽
き

くべし、 衆 人
しゅうじん

に平 安
へいあん

、

誦經） 爾
なんぢ

の神
しん

にも、

司祭）睿
えい

智
ち

、

誦經）プロキメン、主
しゅ

は、我
わ

が 力
ちから

、我
わ

が歌
うた

なり、彼
かれ

は我
わ

が 救
すくい

となれり、

誦經）主
しゅ

は嚴
きび

しく我
われ

を罰
ばつ

したれども、我
われ

を死
し

に付
わた

さざりき、

誦經）主
しゅ

は、我
わ

が 力
ちから

、我
わ

が歌
うた

なり、

【 使 徒 經
アポストロス

88端 ロマ書5章1節～10節 】

司祭）睿
えい

智
ち

、

誦經）聖
せい

使徒
し と

パヴェルがロマ人
じん

に達
たつ

する書
しょ

の讀
よみ

、

司祭） 謹
つつし

みて聽
き

くべし、

誦經）兄 弟
けいてい

よ、是
こ

の故
ゆえ

に我
われ

等
ら

は信
しん

を以
もつ

て義
ぎ

とせられて、神
かみ

と和
わ

睦
ぼく

するを得
え

たり、我
わ

が主
しゅ

イイス
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ス ハリストスに賴
よ

りてなり。我
われ

等
ら

彼
かれ

に賴
よ

りて、信
しん

を以
もつ

て今
いま

居
お

る 所
ところ

の恩
おん

寵
ちょう

に至
いた

るを得
え

、

且
かつ

神
かみ

の光
こう

榮
えい

を望
のぞ

むを以
もつ

て 誇
ほこり

と爲
な

す。第
ただ

此
これ

のみならず、 乃
すなわち

亦
また

患
かん

難
なん

を以
もつ

て 誇
ほこり

と爲
な

す、 蓋
けだし

知
し

る、患
かん

難
なん

は忍
にん

耐
たい

を 生
しょう

じ、忍
にん

耐
たい

は練
れん

達
たつ

を 生
しょう

じ、練
れん

達
たつ

は希
き

望
ぼう

を 生
しょう

じ、希
き

望
ぼう

は羞
はぢ

を啓
ひら

かず、蓋
けだし

神
かみ

の愛
あい

は我
われ

等
ら

に與
あた

えられたる聖
せい

神
しん

に由
よ

りて、我
われ

等
ら

の 心
こころ

に灌
そそ

がれ

たり。蓋
けだし

ハリストスは、我
われ

等
ら

が猶
なお

弱
よわ

かりし時
とき

に於
おい

て、期
き

に届
いた

りて、不
ふ

虔
けん

者
しゃ

の爲
ため

に死
し

せり。

夫
そ

れ義
ぎ

人
じん

の爲
ため

には死
し

する者
もの

幾
ほとん

ど無
な

し、恩
おん

人
じん

の爲
ため

には敢
あえ

て死
し

する者
もの

或
あるい

は之
これ

有
あ

り。然
しか

れ

ども神
かみ

が其
その

愛
あい

を我
われ

等
ら

に 顯
あらわ

すは、我
われ

等
ら

尚
なお

罪
ざい

人
にん

たりし時
とき

、ハリストスが我
われ

等
ら

の爲
ため

に死
し

せし

を以
もつ

てせり。故
ゆえ

に我
われ

等
ら

已
すで

に其
その

血
ち

を以
もつ

て義
ぎ

とせられたれば、況
いわん

や今
いま

彼
かれ

に由
よ

りて 怒
いかり

より救
すく

われんをや。 蓋
けだし

若
も

し我
われ

等
ら

敵
てき

たる時
とき

、其
その

子
こ

の死
し

を以
もつ

て神
かみ

と和
わ

睦
ぼく

せしならば、 況
いわん

や和
わ

睦
ぼく

し

て後
のち

、其
その

生命
いのち

に由
よ

りて救
すく

われんをや。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（比較用 口語訳）兄弟たちよ。わたしたちは、信仰によって義とされたのだから、わたしたちの主イ

エス・キリストにより、神に対して平和を得ている。わたしたちは、さらに彼により、いま立っている

この恵みに信仰によって導き入れられ、そして、神の栄光にあずかる希望をもって喜んでいる。それだ

けではなく、患難をも喜んでいる。なぜなら、患難は忍耐を生み出し、忍耐は錬達を生み出し、錬達は

希望を生み出すことを、知っているからである。そして、希望は失望に終ることはない。なぜなら、わ

たしたちに賜わっている聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注がれているからである。わたした

ちがまだ弱かったころ、キリストは、時いたって、不信心な者たちのために死んで下さったのである。

正しい人のために死ぬ者は、ほとんどいないであろう。善人のためには、進んで死ぬ者もあるいはいる

であろう。しかし、まだ罪人であった時、わたしたちのためにキリストが死んで下さったことによっ

て、神はわたしたちに対する愛を示されたのである。わたしたちは、キリストの血によって今は義とさ

れているのだから、なおさら、彼によって神の怒りから救われるであろう。もし、わたしたちが敵であ

った時でさえ、御子の死によって神との和解を受けたとすれば、和解を受けている今は、なおさら、彼

のいのちによって救われるであろう。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【 アリルイヤ 主日第２調 】

司祭） 爾
なんぢ

に平 安
へいあん

、

誦經） 爾
なんぢ

の神
しん

にも、

司祭）睿
えい

智
ち

、

誦經）アリルイヤ、
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誦經）願
ねが

わくは主
しゅ

は 憂
うれい

の日
ひ

に於
おい

て 爾
なんぢ

に聽
き

き、イァコフの神
かみ

の名
な

は 爾
なんぢ

を扜
ふせ

ぎ衞
まも

らん、

誦經）主
しゅ

よ、王
おう

を救
すく

え、又
また

我
われ

等
ら

が 爾
なんぢ

に呼
よ

ばん時
とき

、我
われ

等
ら

に聽
き

き給
たま

え、

司祭）（ 黙誦：人
ひと

を愛
あい

する主 宰
しゅさい

よ、我
わ

が 心
こころ

に神
かみ

を知
し

る智慧
ち え

の 淨
いさぎよ

き 光
ひかり

を 輝
かがや

かし、我
わ

が思
し

念
ねん

の目
め

を啓
ひら

きて、爾
なんぢ

が福 音
ふくいん

の 敎
おしえ

を悟
さと

らしめ給
たま

え、我
わ

が衷
うち

に 爾
なんぢ

の福
ふく

たる 誡
いましめ

を畏
おそ

るる 畏
おそれ

をも入
い

れて、我
われ

等
ら

が 悉
ことごと

くの肉 體
にくたい

の慾
よく

を踏
ふ

み、凡
およ

そ 爾
なんぢ

の 喜
よろこ

ぶ

所
ところ

を思
おも

い且
か

つ 行
おこな

いて、屬 神
ぞくしん

の生 活
せいかつ

を過
す

ぐるを致
いた

させ給
たま

え、 蓋
けだし

ハリストス神
かみ

よ、 爾
なんぢ

は我
わ

が 靈
たましい

と 體
からだ

との光
こう

照
しょう

なり、我等
われら

爾
なんぢ

と 爾
なんぢ

の無
む

原
げん

の父
ちち

と至
し

聖
せい

至
し

善
ぜん

にして生命
いのち

を 施
ほどこ

す 爾
なんぢ

の神
しん

とに光 榮
こうえい

を獻
けん

ず、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に、アミン。 ）

【 福 音 經
エヴァンゲリオン

マトフェイ福音書18端 6章22～33節 】

司祭）睿
えい

智
ち

、 粛
つつし

みて立
た

て聖 福 音 經
せいふくいんけい

を聽
き

くべし、 衆
しゅう

人
じん

に平 安
へいあん

、
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司祭）マトフェイ傳
でん

の聖 福 音 經
せいふくいんけい

の讀
よみ

、

司祭） 謹
つつし

みて聽
き

くべし、主
しゅ

曰
い

えり、身
み

の 燈
ともしび

は目
め

なり、故
ゆえ

に若
も

し 爾
なんぢ

の目
め

淨
きよ

からば、 爾
なんぢ

の全
ぜん

身
しん

明
あきらか

ならん、若
も

し 爾
なんぢ

の目
め

惡
あし

からば、 爾
なんぢ

の全
ぜん

身
しん

暗
くら

からん。故
ゆえ

に若
も

し 爾
なんぢ

の中
うち

の 光
ひかり

は 暗
くらやみ

たらば、 則
すなわち

暗
くらやみ

は如
い

何
か

にぞや。人
ひと

は二人
ふたり

の主
しゅ

に事
つか

うる能
あた

わず、蓋
けだし

或
あるい

は此
これ

を

惡
にく

み、彼
かれ

を愛
あい

し、 或
あるい

は此
これ

を重
おも

んじ、彼
かれ

を輕
かろ

んぜん、 爾
なんぢ

等
ら

は神
かみ

と 財
たから

とに兼
か

ね事
つか

うる

能
あた

わず。故
ゆえ

に我
われ

爾
なんぢ

等
ら

に語
つ

ぐ、 爾
なんぢ

等
ら

の生命
いのち

の爲
ため

に何
なに

を食
くら

い、何
なに

を飮
の

み、 爾
なんぢ

等
ら

の身體
からだ

の

爲
ため

に何
なに

を衣
き

んと 慮
おもんぱか

る勿
なか

れ、生命
いのち

は糧
かて

より 大
おおい

にして、身體
からだ

は 衣
ころも

より 大
おおい

なるに非
あら

ず

や。 試
こころみ

に天空
そ ら

の鳥
とり

を觀
み

よ、彼
かれ

等
ら

は稼
ま

かず、穡
か

らず、倉
くら

に積
つ

まず、 而
しこう

して 爾
なんぢ

等
ら

の天
てん

の父
ちち

は之
これ

を 養
やしな

う、 爾
なんぢ

等
ら

は彼
かれ

等
ら

より 甚
はなはだ

貴
たっと

きに非
あら

ずや。且
かつ

爾
なんぢ

等
ら

の中
うち

誰
だれ

か 慮
おもんぱか

りて、

其
その

身
み

の長
たけ

一
いっ

尺
しゃく

だに延
の

ぶるを得
え

ん。 衣
ころも

の爲
ため

に何
なん

ぞ 慮
おもんぱか

る、 試
こころみ

に野
の

の百合
ゆ り

の如何
い か

にか

長
ちょう

ずるを觀
み

よ、 勞
はたら

かず、紡
つむ

がず、然
しか

れども我
われ

爾
なんぢ

等
ら

に語
つ

ぐ、ソロモンも其
その

榮
えい

華
が

の 極
きわみ

に

於
おい

て、其
その

衣
ころも

猶
なお

此
こ

の花
はな

の 一
ひとつ

に及
およ

ばざりき、今
こん

日
にち

在
あ

り、 明
みょう

日
にち

爐
いろり

に投
な

げらるる野
の

の草
くさ

にも、神
かみ

は斯
か

く衣
き

すれば、 況
いわん

や 爾
なんぢ

等
ら

をや、 小
しょう

信
しん

の者
もの

よ。故
ゆえ

に 慮
おもんぱか

りて、我
われ

等
ら

何
なに

を

食
くら

い、或
あるい

は何
なに

を飮
の

み、或
あるい

は何
なに

を衣
き

んと云
い

う勿
なか

れ、蓋
けだし

此
こ

れ皆
みな

異
い

邦
ほう

人
じん

の求
もと

むる 所
ところ

なり、

爾
なんぢ

等
ら

の天
てん

の父
ちち

は此
これ

等
ら

の者
もの

の皆
みな

爾
なんぢ

等
ら

の必
ひつ

要
よう

なるを知
し

る。 爾
なんぢ

等
ら

先
ま

づ神
かみ

の國
くに

と其
その

義
ぎ

とを

求
もと

めよ、然
しか

らば此
これ

等
ら

の者
もの

皆
みな

爾
なんぢ

等
ら

に加
くわ

わらん。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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（比較用 口語訳）主は言った。目はからだのあかりである。だから、あなたの目が澄んでおれば、全

身も明るいだろう。 しかし、あなたの目が悪ければ、全身も暗いだろう。だから、もしあなたの内な

る光が暗ければ、その暗さは、どんなであろう。だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。

一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじるからである。あなたがたは、神

と富とに兼ね仕えることはできない。それだから、あなたがたに言っておく。何を食べようか、何を飲

もうかと、自分の命のことで思いわずらい、何を着ようかと自分のからだのことで思いわずらうな。命

は食物にまさり、からだは着物にまさるではないか。空の鳥を見るがよい。まくことも、刈ることもせ

ず、倉に取りいれることもしない。それだのに、あなたがたの天の父は彼らを養っていて下さる。あな

たがたは彼らよりも、はるかにすぐれた者ではないか。あなたがたのうち、だれが思いわずらったから

とて、自分の寿命をわずかでも延ばすことができようか。また、なぜ、着物のことで思いわずらうの

か。野の花がどうして育っているか、考えて見るがよい。働きもせず、紡ぎもしない。しかし、あなた

がたに言うが、栄華をきわめた時のソロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾ってはいなかった。き

ょうは生えていて、あすは炉に投げ入れられる野の草でさえ、神はこのように装って下さるのなら、あ

なたがたに、それ以上よくしてくださらないはずがあろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。だから、何

を食べようか、何を飲もうか、あるいは何を着ようかと言って思いわずらうな。これらのものはみな、

異邦人が切に求めているものである。あなたがたの天の父は、これらのものが、ことごとくあなたがた

に必要であることをご存じである。まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば、これらのもの

は、すべて添えて与えられるであろう。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※聖体礼儀③（金口イォアン）へ


